
　
岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校
が
、
言
語
活

動
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
授
業
に
取
り
入

れ
始
め
た
の
は
、
２
０
１
４
年
度
の
こ
と
。

数
学
科
が
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
教

育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
で
、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
育
成
す
る
指
導
方
法

の
研
究
」
に
着
手
し
た
の
を
機
に
、
学
校

目
標
の
１
つ
に
言
語
活
動
の
強
化
を
据
え

て
、
学
校
全
体
で
も
授
業
研
究
を
始
め
た
。

　
研
究
指
定
を
受
け
た
41
期
生
（
15
年
度

２
年
生
）
の
躍
進
は
ベ
ネ
ッ
セ
の
進
研
模

試
の
結
果
に
も
表
れ
て
い
る
。
数
学
の
偏

差
値
は
、
１
年
生
７
月
記
述
の
54
・
８
か

ら
、
２
年
生
１
月
記
述
で
59
・
３
ま
で
伸

び
、
国
語
や
英
語
も
軒
並
み
例
年
を
上
回
っ

て
い
る
。
学
習
意
欲
の
向
上
も
顕
著
で
、

２
年
生
段
階
で
の
家
庭
学
習
時
間
は
過
去

６
年
間
で
最
長
の
１
日
平
均
２
２
０
分
に

上
っ
た
。
豊
岡
秀
明
校
長
は
、
次
の
よ
う

に
分
析
す
る
。

　「
生
徒
全
員
が
、
授
業
に
前
向
き
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
受
け
身
の
生
徒
が
減
り
、
教
え
合

う
中
で
周
り
の
生
徒
か
ら
刺
激
を
受
け
、

学
び
が
深
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
」

　
言
語
活
動
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
た
背
景

に
は
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し
た
い

と
い
う
教
師
の
思
い
が
あ
っ
た
と
、
進
路

指
導
主
事
の
三
村
直
子
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
真
面
目
で
素
直
で
す

が
、
主
体
性
や
積
極
性
に
欠
け
る
点
が
あ

り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
積
極
的
に
授
業
に

か
か
わ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
、
学
び

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、

学
力
の
定
着
も
図
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
14
年
度
、
各
教
科
の
代
表
１
人
か
ら
成

る
「
学
力
向
上
事
業
推
進
委
員
会
」
を
つ

く
り
、
委
員
13
人
を
中
心
に
、
各
教
科
で

言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
公
開
授
業
で
発
表
し
た
。

　
同
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
高

大
接
続
に
関
す
る
答
申
が
出
さ
れ
た
の
を

機
に
、
Ａ
Ｌ
を
研
究
テ
ー
マ
の
中
心
に
据

え
、
15
年
度
、
全
教
科
で
本
格
的
に
研
究

を
始
め
た
。
年
度
当
初
に
研
修
や
公
開
授

業
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
図
１
）
を
公

表
し
て
見
通
し
を
示
し
た
上
で
、
教
科
内

で
の
互
見
授
業
や
、
録
画
し
た
授
業
を
見

な
が
ら
の
意
見
交
換
な
ど
を
重
ね
た
。
10

月
、
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
を
実
施
し
て

共
通
理
解
を
深
め
、
そ
の
翌
月
、
全
教
科

で
公
開
授
業
を
実
施
し
た
。

計
画
的
な
研
修
と
「
Ａ
Ｌ
通
信
」

で
意
識
変
革
を
促
す

実
践
事
例
●

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

全
校
体
制
で
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
、

分
か
る
、深
ま
る
楽
し
さ
を
引
き
出
す

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
研
究
指
定
を
機
に
、
全
校
体
制
で
言
語
活
動
を
中
心
と
し
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
推
進
し
て
い
る
。
年
度
当
初
に
研
修
の
計
画
立
案
や
体
制
構
築
を
し
っ
か
り
行
い
、

Ａ
Ｌ
の
考
え
方
や
有
効
な
指
導
法
な
ど
の
普
及
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
今
で
は
、
６
割
の
教
師
が
ほ
ぼ
毎
時
間
Ａ
Ｌ
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
。
生
徒
の
学
習
意
欲
や
学
力
も
向
上
し
て
き
て
お
り
、
教
師
た
ち
は
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

2
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特
集

　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る

　主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

　
こ
の
間
、
学
力
向
上
事
業
推
進
委
員
会

で
は
、
Ａ
Ｌ
学
習
会
の
開
催
や
、『
Ａ
Ｌ
通

信
』（
Ｐ
．20
図
２
）の
発
行
な
ど
を
通
し
て
、

有
効
な
指
導
法
や
各
教
科
の
研
究
授
業
の

様
子
な
ど
を
伝
え
て
、
Ａ
Ｌ
の
普
及
に
努

め
た
。
研
修
を
主
導
し
て
き
た
指
導
教
諭

の
小
野
政
博
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
こ

う
話
す
。

　「
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
、
待

ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
先
進
的
に
取
り
組

も
う
と
考
え
ま
し
た
。『
授
業
に
取
り
入
れ

て
み
よ
う
』『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
、
先

生
方
の
意
欲
を
高
め
た
こ
と
で
、
Ａ
Ｌ
の

取
り
組
み
が
学
校
全
体
に
広
が
り
ま
し
た
」

　
数
学
科
の
大お

お

口ぐ
ち

惣そ
う

司じ

先
生
の
授
業
は
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
基
本
に
進
め
ら
れ
る
。
教

師
が
そ
の
日
に
学
習
す
る
定
理
・
公
式
や

基
本
解
法
を
一
通
り
説
明
し
た
後
、
生
徒

は
隣
同
士
で
ペ
ア
に
な
り
、
１
人
が
問
題

の
解
き
方
を
説
明
し
、
も
う
１
人
は
疑
問

点
を
投
げ
か
け
る
。
大
口
先
生
が
解
答
を

板
書
す
る
際
、
わ
ざ
と
途
中
の
式
を
間
違

え
て
書
き
、
お
か
し
い
点
を
生
徒
に
考
え

さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
教
師
の
言
葉
で
も
、

う
の
み
に
せ
ず
、
批
判
的
に
物
事
を
見
る

視
野
の
広
さ
を
養
う
の
が
ね
ら
い
だ
。

　
授
業
の
雰
囲
気
づ
く
り
で
心
が
け
て
い

る
の
は
、「
分
か
っ
た
ふ
り
を
さ
せ
な
い
」

こ
と
だ
。
問
題
を
出
し
た
後
、
生
徒
は
全

員
立
ち
、分
か
っ
た
生
徒
か
ら
座
る
。
ま
た
、

分
か
っ
た
生
徒
は
右
手
、
分
か
ら
な
か
っ

＊プロフィールは2016 年３月時点のものです

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

◎
２
０
０
２
年
度
、
単
位
制
・
２
学
期
制
の
進
学
重

視
型
単
位
制
高
校
と
な
る
。
14
年
度
か
ら
協
働
学
習

を
軸
と
し
た
授
業
改
革
に
着
手
。「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

電
子
黒
板
な
ど
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
単
位
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、大
阪
大
、神
戸
大
、

岡
山
大
、
九
州
大
な
ど
に
２
３
５
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
４
３
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.hosen.okayam

a
-c.

ed.jp/

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校
校
長

豊
岡
秀
明

　と
よ
お
か
・
ひ
で
あ
き

教
職
歴
37
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

「
高
い
次
元
の
文
武
両
道
に
挑
戦
さ
せ
た

い
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

小
野
政
博

　お
の
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。

指
導
教
諭
。「
生
徒
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
伝

え
、
探
究
す
る
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

瀧
川
恭
子

　た
き
か
わ
・
き
ょ
う
こ

教
職
歴
22
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

２
学
年
副
主
任
。「
ロ
ー
カ
ル
に
、グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
た
い
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

大
口
惣
司
　お
お
ぐ
ち
・
そ
う
じ

教
職
歴
14
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

２
学
年
担
任
。「
生
徒
全
員
が
分
か
る
授

業
を
目
指
し
て
、
日
々
、
授
業
改
善
！
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

磯
部
真
実

　い
そ
べ
・
ま
さ
み

教
職
歴
10
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

２
学
年
担
任
。「
地
理
を
通
し
て
、
思
考

す
る
力
の
育
成
。地
理
で
世
界
を
知
ろ
う
」

岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
校

三
村
直
子

　み
む
ら
・
な
お
こ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

進
路
指
導
主
事
。「
何
事
も
誠
実
に
行
え

ば
、
必
ず
生
徒
に
伝
わ
る
」

前
期

　研
究

４
月

● 学力向上事業推進委員を中心に（教科主任と協力して）、
各教科でアクティブ・ラーニングについて研究、推進（教
科内で互いに授業を参観、意見交換。他校の研究授業に
参加）

６
月

● 授業評価及び公開授業
　①生徒による授業評価「これまでの授業を振り返って」
　②教員による授業評価「生徒授業評価の分析と自己評価」

７
月

● 各教科で、前期の具体的な取り組み、研究内容をまとめ
る

後
期

　実
践

10
月

● 外部指導者による教員研修により、アクティブ・ラーニ
ングの共通理解を図る

● 教員研修を受けて、各教科が工夫した授業スタイル（芳
泉スタンダード）の研究、開発を行う（教科内で互いに
授業を参観、意見交換）

11
月

●「芳泉コミュニケーションデー～新しい授業のカタチと
伸びるチカラ～」で、学力向上事業推進委員を中心に授
業を公開（他校にも案内）し、研究成果を発表する。授
業実施者は 26人

●公開授業で、全教員が学校全体（他教科にも）に研究、
開発した授業を公開する。その後、各教科で研究協議を
実施

● 授業評価及び公開授業
　①生徒による授業評価「これまでの授業を振り返って」
　②教員による授業評価「生徒授業評価の分析と自己評価」

１
月

● 各教科の１年間の取り組み（研究成果）を紀要にまとめ
る

＊学校資料を基に編集部で作成

数
学
、
英
語

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
基
本
と
し

も
の
の
見
方
を
広
げ
さ
せ
る

図１ アクティブ・ラーニング研修スケジュール
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覚
え
る
時
間
を
共
通
し
て
取
っ
て
い
る
。

英
文
を
個
人
で
覚
え
た
後
、
ペ
ア
ワ
ー
ク

で
の
確
認
を
行
う
が
、
長
い
英
文
の
場
合

は
、
英
文
の
語
順
に
合
わ
せ
て
日
本
語
訳

を
書
い
た
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
話
さ
せ

る
こ
と
も
あ
る
。

　
入
試
対
策
の
問
題
演
習
に
取
り
組
む
場

合
も
、
例
え
ば
選
択
式
の
問
題
で
は
、
答

え
の
選
択
肢
は
ど
れ
か
、
答
え
か
ら
除
外

し
た
選
択
肢
は
な
ぜ
違
う
の
か
と
い
っ
た

議
論
を
ペ
ア
で
行
う
。
英
語
科
の
瀧た

き

川か
わ

恭

子
先
生
は
そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
相
手
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、

説
明
が
上
手
な
生
徒
の
話
を
聞
い
た
り
す

る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
度
が
増
し
ま
す
。

問
題
演
習
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
家
庭
学

習
で
取
り
組
む
こ
と
が
多
か
っ
た
内
容
を

仲
間
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、
学
習
へ
の

意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
物
理
の
授
業
で
は
、「
答
え
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

物
理
担
当
の
小
野
先
生
は
話
す
。
実
験
は

そ
れ
自
体
が
活
動
的
で
は
あ
る
が
、
実
験

の
計
画
書
の
作
成
、
仮
説
の
検
証
な
ど
、

よ
り
探
究
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
て
、
生

徒
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
実
験
計
画
書
を
書
か
せ
る
際
に
は
、
実

験
の
目
的
（
例
え
ば
、
摩
擦
力
の
大
き
さ

は
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
か
）
だ
け
を
伝

え
、
実
験
の
方
法
や
工
夫
に
つ
い
て
４
人

１
組
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。
作
成
し

た
計
画
書
は
教
師
が
確
認
し
、
改
善
が
必

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
修
正
さ
せ
て
か
ら

実
験
に
臨
ま
せ
る
。

　「
日
常
生
活
や
学
ん
だ
知
識
を
基
に
、
自

分
で
実
験
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
て
る

の
が
ね
ら
い
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
実
験
の
目
的
や
手
順
が
よ
り
明
確
に

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
」（
小
野
先
生
）

　
仮
説
を
考
え
る
際
は
、
実
験
方
法
を
伝

え
て
結
果
を
予
想
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
糸

の
長
さ
や
お
も
り
の
質
量
を
変
え
た
ら
単

振
り
子
の
周
期
は
ど
う
変
わ
る
か
な
ど
、

思
考
過
程
を
間
に
挟
む
こ
と
で
、
実
験
に

向
け
た
意
欲
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
演
習
で
も
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
単
元
を
一
通
り
学
習
し

た
後
、
間
違
い
や
す
い
問
題
や
解
法
が
複

数
考
え
ら
れ
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
ま
ず

個
人
で
考
え
て
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

わ
せ
る
。
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
発
表

さ
せ
て
、
解
答
を
学
級
全
体
で
共
有
し
、

協
議
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
個
人

で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
知
識
を
整
理
し
て

か
ら
、
応
用
問
題
に
取
り
組
む
。
個
人
か

ら
グ
ル
ー
プ
へ
、
学
級
全
体
か
ら
も
う
一

度
個
人
へ
、
と
い
う
過
程
の
中
で
理
解
を

深
め
、
確
実
な
定
着
を
図
る
の
で
あ
る
。

　
地
理
で
は
こ
こ
数
年
、
セ
ン
タ
ー
試
験

の
得
点
が
伸
び
な
い
と
い
う
結
果
が
続
い

た
。
新
聞
を
読
ま
ず
、
現
代
社
会
の
課
題

な
ど
を
知
ら
な
い
生
徒
が
多
く
、
知
識
を

た
生
徒
は
左
手
を
挙
げ
る
な
ど
、
明
確
に

意
思
表
示
を
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。

　「
数
学
が
好
き
に
な
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
『
分
か
る
』
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
授

業
中
に
、
１
人
で
も
分
か
ら
な
い
生
徒
が

い
れ
ば
、
そ
れ
は
自
分
の
責
任
で
す
。
教

師
が
一
方
的
に
教
え
る
だ
け
の
講
義
形
式

の
授
業
で
は
な
く
、
Ａ
Ｌ
を
駆
使
し
た
き

め
細
か
い
指
導
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
」（
大
口
先
生
）

　
英
語
科
で
は
、
教
師
間
で
「
使
え
る
英

語
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
と
い
う
目
標
を

共
有
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の

授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
読
解
や
解
釈

の
時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
英
文
を

図２ 『ＡＬ通信』

＊学校資料を編集部が一部改編

物
理

個
人
↓
グ
ル
ー
プ
、
全
体
↓
個
人

の
活
動
で
理
解
を
深
め
る

地
理資

料
の
読
み
取
り
を
グ
ル
ー
プ

で
行
い
、
思
考
力
を
育
む
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特
集
　「
第
５
回

　学
習
基
本
調
査
」と
現
場
の
視
点
か
ら
考
え
る
　
主
体
的
な
学
習
者
の
姿
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

与
え
て
も
期
待
す
る
よ
う
な
結
果
が
出
な

か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
資
料
の
読
み
取
り
を
授
業
の

中
心
に
し
、
思
考
力
を
育
む
指
導
に
切
り

替
え
た
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
鉄
鋼

業
が
盛
ん
な
都
市
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に

あ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
、
な
ぜ
そ
こ
に
あ

る
の
か
を
話
し
合
う
。
議
論
の
前
提
と
な

る
知
識
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
師
が
解
説
し
、

そ
の
内
容
を
ペ
ア
で
説
明
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
定
着
を
図
る
。
そ
の
後
、
テ
ー
マ
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
根
拠
と

な
る
図
表
や
グ
ラ
フ
、
写
真
な
ど
を
教
科

書
や
資
料
集
か
ら
探
し
出
し
、
見
解
を
ま

と
め
て
学
級
全
体
で
発
表
す
る
。

　
取
り
組
み
始
め
た
15
年
度
の
前
期
は
、

新
し
い
進
め
方
に
生
徒
が
慣
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
授
業
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
な
ぜ
、
こ
ん
な

こ
と
を
す
る
の
か
」「
セ
ン
タ
ー
試
験
に
間

に
合
う
の
か
」
と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
生
徒

が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
最
終

的
に
は
、
授
業
は
例
年
以
上
に
速
く
進
み
、

不
満
の
声
も
な
く
な
っ
た
。
地
理
担
当
の

磯
部
真ま

さ

実み

先
生
は
手
応
え
を
こ
う
語
る
。

　「
進
研
模
試
で
成
果
が
出
て
、
生
徒
が
こ

の
授
業
で
間
違
い
な
い
と
い
う
確
信
を
持

て
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
徒
が
自
分
た
ち
で
答
え
を
導
き
出
す
こ

と
の
面
白
さ
に
気
づ
け
ば
、
お
の
ず
と
主

体
的
に
考
え
始
め
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
」

　
Ａ
Ｌ
の
導
入
と
併
せ
て
、
学
年
団
が
意

識
し
て
き
た
の
が
、
生
徒
に
良
い
意
味
で

の
競
争
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
だ
。

　
英
語
で
は
、
上
位
層
向
け
の
Ａ
コ
ー
ス

１
ク
ラ
ス
、
そ
れ
以
外
の
Ｓ
コ
ー
ス
２
ク

ラ
ス
を
用
意
し
て
、
生
徒
が
希
望
の
コ
ー

ス
を
選
べ
る
よ
う
に
し
、
国
語
は
、
主
に

成
績
で
コ
ー
ス
分
け
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

数
学
で
は
、
よ
り
学
力
に
見
合
っ
た
授
業

を
受
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
Ａ
１
・
Ａ
２
・

Ｓ
の
３
コ
ー
ス
を
設
け
て
成
績
順
に
振
り

分
け
、
授
業
内
容
や
課
題
の
レ
ベ
ル
も
コ
ー

ス
ご
と
に
変
え
た
。
定
期
考
査
の
結
果
で

の
入
れ
替
え
制
に
し
、「
上
の
ク
ラ
ス
に
行

き
た
い
」「
成
績
が
下
が
っ
て
悔
し
い
」
と

い
っ
た
思
い
を
抱
き
、
学
び
に
向
か
う
生

徒
が
増
え
た
と
、
大
口
先
生
は
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
行
事
で
も
ほ
か
の
ク

ラ
ス
に
負
け
な
い
よ
う
熱
心
に
取
り
組
む

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
分
か
る
楽
し
さ
を

感
じ
さ
せ
た
り
、
ほ
か
の
生
徒
と
切
磋
琢

磨
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
学
び
に
向
け
さ
せ
た
こ
と
が
学

力
向
上
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
Ａ

Ｌ
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
も
、
仲
間
の

優
れ
た
と
こ
ろ
を
間
近
に
見
る
こ
と
で
、

『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
い
っ
た
意
識
が
高

ま
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
授
業
の
最
後
に
難
し
い
問
題
を
出
す
と
、

休
み
時
間
に
生
徒
が
教
室
の
後
ろ
の
黒
板

を
使
っ
て
問
題
を
解
き
合
う
風
景
が
日
常

的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
、

生
徒
同
士
で
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
が
で

き
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
授
業
へ
の
生
徒
の

評
価
は
高
く
、
年
度
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、「
目
標
の
明
確
さ
」「
説
明
や
指
示
の

分
か
り
や
す
さ
」「
思
考
の
深
ま
り
」「
つ

ま
ず
き
へ
の
対
応
」
な
ど
、
い
ず
れ
の
項

目
も
４
点
満
点
中
３
点
以
上
で
あ
り
、
後

期
の
数
値
は
前
期
よ
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
教
師
の
意
識
も
大
き
く
高
ま
っ
た
。
15

年
度
末
の
調
査
で
は
、
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ

た
授
業
を
「
ほ
ぼ
毎
時
間
行
っ
た
」
教
師

は
全
体
の
６
割
に
及
び
、
一
方
で
「
全
く

行
わ
な
か
っ
た
」
教
師
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　「
職
員
室
で
の
会
話
も
授
業
に
関
す
る
話

題
が
増
え
て
お
り
、
日
常
的
に
指
導
改
善

を
意
識
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

先
生
方
が
変
わ
れ
ば
生
徒
も
変
わ
る
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
２
年
間
の
取
り
組
み
か

ら
見
え
て
き
ま
し
た
」（
豊
岡
校
長
）

　
全
校
体
制
に
よ
る
授
業
改
善
で
学
力
向

上
を
成
し
遂
げ
た
岡
山
芳
泉
高
校
。
今
後

の
課
題
は
、
Ａ
Ｌ
の
教
育
効
果
を
検
証
す

る
指
標
の
開
発
だ
と
、
小
野
先
生
は
言
う
。

　「
単
に
活
動
さ
せ
た
、
生
徒
の
意
欲
が
上

が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
実
際
に

ど
う
い
っ
た
活
動
が
学
力
向
上
に
結
び
つ

い
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
検
証
で
き

て
初
め
て
、
Ａ
Ｌ
が
成
功
・
普
及
し
た
と

い
え
ま
す
。
形
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う

に
、
取
り
組
み
の
効
果
を
客
観
的
に
検
証

す
る
手
法
を
考
え
、
さ
ら
な
る
授
業
改
善

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

生
徒
の
競
争
意
識
を
刺
激
し

切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
醸
成

全
て
の
教
師
が
Ａ
Ｌ
を
導
入
し

授
業
満
足
度
が
向
上
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